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まちだ市民環境講座プログラム
講　　　師テ　ー　マ　・　内　　容期　日

慶應義塾大学教授　　　　　　岸由二氏オリエンテーション・自己紹介
基調講義「地球環境問題とくらし」９/１７（金）

町田市環境保全課職員 
町田市環境白書モニター
「みどりのＨＡＴＳ」会員　田村勝司氏

町田の環境　－計画とその評価－９/２４（金）

元町田市職員　　　　　　　田辺健一氏みどりの保全と都市計画　－町田市行政の果たしてきた役割－１０/１（金）
町田市内の農業家　　　　　田中仁司氏
町田市農業振興課職員町田の農業１０/１５（金）

町田市環境保全課職員温暖化防止への挑戦　－世界・地域－１０/２２（金）
町田市公園緑地課職員 
「恩田川の会」代表　　　　深見幹朗氏みどりの保全と管理１０/２９（金）

東洋大学経済学部教授　　　山谷修作氏ごみの減量と有料化　－有料化でごみは減らせるか－１１/５（金）
町田市下水道総務課職員協働による流域管理１１/１２（金）
忠生公園職員谷戸山の自然の保護と活用　－忠生公園の例－１１/１９（金）
玉川学園小学部教諭　　　　　葛西宏氏
和光鶴川小学校教諭　　　　大川敏明氏
和光大学助教授　　　　　　堂前雅史氏

シンポジウム　「環境教育の現場から」１１/２６（金）

町田市環境審議会委員　　　江尻京子氏グリーンコンシューマーになろう　－１人からできる市民活動－１２/３（金）
プログラム委員学習のまとめ・ワークショップ　「私たちに何ができるか」１２/１０（金）

まちだ市民国際学プログラム
講　　　師テ　ー　マ　・　内　　容期　日

明治学院大学教授・国際平和研究所長　勝俣誠氏総論　グローバル化と人間の安全保障 
－いま、アフリカの現場で何が起きているか－９/１４（火）

アジア経済研究所研究員　　平野克己氏アフリカの貧困、援助と開発９/２１（火）
日本アフリカ協議会　　　　　林達夫氏アフリカにおけるＨＩＶ９/２８（火）
市民大学職員忘れられた内戦Ⅰ　－映像で考える－１０/５（火）
ＮＨＫアフリカ２１世紀・エグゼクティブプロデューサー　桜井均氏忘れられた内戦Ⅱ　－アルジェリア・ソマリア・ルワンダの取材から－１０/１２（火）
朝日新聞社　　　　　　　　松本仁一氏子供兵士問題１０/１９（火）
元南アフリカ大使館勤務　　　高橋薫氏町田からアフリカへ　－アパルトヘイト後の人種融合の取り組み－１０/２６（火）
国士舘大学教授　　　　　　鈴木裕之氏現代アフリカの若者文化　－ストリート文化と音楽－１１/２（火）
非営利団体・ＦＡＮ３（ファンサバ）　梶原弘行氏
西アフリカダンサー・歌手　ニャマ・カンテ氏アフリカの夕べ　－西アフリカの歌とダンス－１１/９（火）

モザンビーク支援ネットワーク代表
東京外国語大学専任講師　船田さやか氏アフリカの女性たち１１/１６（火）

町田在住のアフリカ出身の方々アフリカから町田へ１１/３０（火）
明治学院大学教授・国際平和研究所長　勝俣誠氏最終回・まとめとディスカッション１２/７（火）

特別講座　心と体の元気学プログラム
講　　　師テ　ー　マ　・　内　　容期　日

心と体の元気学スタッフネオテニス①（バドミントンラケットとスポンジボールを使うテニス）９/１８（土）
心と体の元気学スタッフネオテニス②９/２５（土）
阿波踊り新橋蓮師範　　　　石山香織氏阿波踊り①（初めて阿波踊りをする方の基礎講座）１０/２（土）
阿波踊り新橋蓮師範　　　　石山香織氏阿波踊り②１０/９（土）
東京都キンボール連盟理事長　坂本理子氏キンボール（直径１２２㎝の巨大ボールを使う球技）１０/１６（土）

※総合体育館駐車場は有料です。 

陶芸入門土曜講座プログラム陶芸入門水曜講座プログラム
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達
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氏

テ　ー　マ　・　内　容期　日
開講 
花器（練り込み）９/１１（土）開講 

壷（ひも作り）９/１５（水）

土器９/１８（土）コーヒーカップ 
または湯呑み９/２２（水）

茶碗１０/２（土）抹茶々碗（その１）９/２９（水）

古代壺（その１）１０/９（土）抹茶々碗（その２）１０/６（水）

古代壺（その２）１０/１６（土）練り込み鉢１０/１３（水）

電動ロクロ（その１）１０/２３（土）電動ロクロ（その１）１０/２０（水）

電動ロクロ（その２）１０/３０（土）電動ロクロ（その２）１０/２７（水）

自由制作（手びねり）１１/１３（土）自由制作１１/２４（水）

窯出し・鑑賞・講評 
閉　講１２/１１（土）窯出し・鑑賞・講評 

閉　講１２/１５（水）

町田の郷土史Ⅱプログラム
講　　　師テ　ー　マ　・　内　　容期　日

小島資料館館長　　　　　　小島政孝氏オリエンテーション・自己紹介
基調講義「町田市の特徴－どんなまちか �」

　
!?９/１６（木）

自由民権資料館学芸員 明治維新と町田　－村の文明開化－９/３０（木）
自由民権資料館学芸員自由民権運動と町田　－近代・国家・地域－１０/７（木）
女性史研究家　　　　　　　江刺昭子氏町田の女性の民権と女権　－石阪美那、登志など－１０/１４（木）
自由民権資料館学芸員 現地学習「目で確かめる町田の歴史」　－自由民権資料館他－１０/２４（日）
東京成徳大学教授　　　　　鶴巻孝雄氏理想を求めた若者たち　－明治～大正期の青年運動－１１/４（木）
町田市地方史研究会員　　　森山兼光氏絹の道と鉄道の開通　－市の町から原町田商店街へ－１１/１１（木）
町田市文化財保護審議会委員　薄井清氏
町田市地方史研究会員　　　森山兼光氏戦争時代の町田　－農村生活・軍事施設・空襲－１１/１８（木）

町田市文化財保護審議会委員　薄井清氏純農村から住宅団地都市へ　－養蚕・三ツ葉・酪農・農地団地－１２/２（木）
前町田市市民部生活文化担当部長　森口克弘氏町田市の誕生　－多摩丘陵にはばたく市民文化都市へ－１２/９（木）
プログラム委員最終回・講座を終えて１２/１６（木）
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１１

人間科学プログラム
講　　　師テ　ー　マ　・　内　　容期日

東京大学助教授　　　　　　廣野喜幸氏オリエンテーション 
生命科学と生命倫理　－生命科学と人間観－９/１１（土）

和光大学助教授　　　　　　堂前雅史氏私たちの社会と生命科学　－生命の発生とクローン技術－９/１８（土）
国立精神神経センター　　　白井泰子氏生殖技術の進歩と社会・文化　－不妊治療・体外受精・出生前診断－９/２５（土）
アフリカ日本協議会代表・医師　林達雄氏現代と病　－命の南北問題をエイズ感染症にみる－１０/２（土）
ハンセン病弁護団連絡協議会事務局長　安原幸彦氏医療と人権　－ハンセン病から考える－１０/９（土）
お茶の水女子大学教授　　波平恵美子氏いのちの文化人類学　－日本人の死生観と現代医療－１０/２３（土）
東京理科大学教授　　　　　田沼靖一氏ヒトはどうして老いるのか　－老化・寿命の科学－１１/６（土）
北里大学名誉教授　　　　　立川昭二氏日本人の生と死の文化史　－文学と美術でたどる生と死－１１/２０（土）
町田市民病院内科部長　　　　金崎章氏
田中医院院長　　　　　　　田中啓介氏終末期医療と地域ケア１１/２７（土）

東京大学助教授　　　　　市野川容孝氏人間の尊厳について　－生と死の自己決定権の危うさ－１２/４（土）
終末期を考える市民の会・医師　西村文夫氏学びを終えて（話し合いとまとめ）　－私の選ぶ私の生と死－１２/１８（土）


